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VDT労働と健康障害
VDT and Human Health 
大関 J慎 村松幹男
Shrn 0HZEKI Mikio. MURAMATSU 
I はじめに
コンピュータが開発されてから，それまで手作業で行われ膨大な時間を必要としていた作業
が，短時間で行えるようになった。その結果，人聞はその様な単純作業から解放され， より知
的な，より創造的な仕事を行えると喧伝されている。
しかしながら，人聞を単純作業から解放する道具は，一方では，今まで単純労働に従事して
いた人々から職を奪う。そしてもう一方では， パーキンソンの法則が「仕事は，それをやり遂
げる時間がある限り増えるjといみじくも述べたように，コンビュータ産業そのものが， 新た
な単純労働を生み出している。たとえば，かつてコンピュ ターの入力業務を行うキーパンチャー
は，熟達した人で， テンキーを一日に10万打以上毎日打ち続けた（臆症炎等の労災が問題となっ
たため，現在は通達により一日 4万打に制限されている）。
近年のコンピュータの進歩によって，端末装置を使い画面処理を しながら仕事をすることが
可能となった。そしてそのような業務を行う労働は，総称して「VDT労働」と言われる。
VDT労働は，新しい労働形態である。それは，この十年ほどで急速に広がり， また広がり
続けている。
かつて産業革命が起こった頃，その動力源であった石炭の坑内労働は悲惨を極めた。人件費
を抑えるため婦女と年少者の過酷な労働によってそれは支えられていたのである。わが国にお
いても，綿工業の活況が国の近代化の象徴であった頃，それは， 農村からやってきた十代女子
の過酷な労働によって支えられていたのである。
現代社会における，コンピュータ化の進展は「情報革命」といわれている。それを支える情
報関連産業をハー ドとソフトに大別した場合，その労働の特殊性が問題になるのは，ソフトの
部分である。 OA化，FA化，小型・超小型コンビュータの普及は，ソフトウェアの充実を
必然的に要請する。
それでは， その担い手であるキーパンチャーやフログラマー，システムエンジニア達，そし
てオフィスで活躍しているオペレーター達の，その労働実態とは如何なるものであろうか。
VDT労働には，VDTを使用するが故の特殊性がある。そしてその特殊性が故の労働問題
が存在している。
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私たちは，今後，急速なコンピュータ化によって人々の生活（社会）や人々自身にどのよう
な影響があるのかを見ていきたいと考えている。
今回私たちが注目したことは，情報関連産業において VDT労働に従事している人々すべて
に多大な影響を与える「VDT労働の特殊性」から生じる，「健康障害jについてである。
本稿は，まず始めに，情報関連産業の現状をコンビュータの出荷状況や札幌における事業所
の従業員数， 資本金などをもとに示し，次にどの様な「健康障害」が報告されているのかを述
べ，最後にどうすれば「健康障害Jを防ぐことができるかという点を様々な勧告，報告から私
たちなりにまとめたものを述べてみたい。
JI 情報関連産業の現状
1 .過去5年間（1981～1985）の成長の度合
近年，私達の生活の中に様々な形でコンピュー タ技術が導入されている。ぞれは，工場はも
ちろん，事務系の職場，役所，コンビニエンス ・ストア，そして私達の家庭内まで，急速に普
及している。「コンピュータ革命Jと言われるゆえんである。
コンビュータ技術の普及の度合をコンピュ ターの設置状況でみると，1961年に開発された集
積回路（ IC）が第三世代コンビュータとして実用化される1960年代後半から70年代前半に，
急速な伸びを見ることができる（台数で，対前年比平均が，35%を超える）。 80年代にはいると，
超大規模集積回路（ VLSI）の実用化により，超小型コンピュータが急激な伸びを示す。そ
れと平行して，自動車や家庭電気製品等にもコンビュータ技術が組み込まれて行く ことになる。
以下，情報関連産業の成長の度合を，1981年から1985年までの5年間でみてみる。
情報関連産業は，ハードウェアのコンピュータ産業と，ソフトウェアの情報サーピス産業に
大別できる。
(1) コンビュータ産業の成長の度合
コンビュータ産業の過去5年間の成長の度合を，設置台数とその換算金額の対前年度伸び率
で見てみる（表1参照）。
①汎用コンピュータ
1981年から1985年までの 5年間の対前年度伸び率の平均が，台数で約23%，換算金額で約13%
になる。86年3月末で総数241,148台，換算金額約7兆6,000億円。
② オフィ スコンピュータ
対前年度伸び率の平均は，台数で約22%，換算金額で約8%。リプレー ス（買い換え）率も，
毎年3割から 4割ある。
③ パーソナルコンピュータ
台数では， 実に，81年の28万台から85年の198万台へと，平均約120%の伸びをみせ，換算金
額でも83%の伸び率を示す。その内，輸出は，81年の5.3万台から79万台へと急速な伸びを示
している。
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表1 コンピュータ産業の成長の度合（過去5年間） （単位：万台、千億円）
1981 1982 1983 1984 1985 
j台数 金額 台数 金額 台数 金額 台数 金額 台数 金！額
汎用 10.6 47 .1 12.8 52.9 15 .1 59 .1 18. 5 66. 9 24.4 76.4 
コンピュー タ 対伸び前奉年（%度） 20. 5 13. Z 20.8 12.3 18.0 11. 7 22 .5 13. 2 3'1. 9 14.2 
オフィス 5.0 3 .1 6.5 3.5 7.3 3.8 7 .8 3.9 10. 5 4.3 
コンピュー タf対申び前率年（%度） 51.5 34.8 30.0 12. 9 12.3 8.6 6.8 2.6 34.6 10.3 
ノfー ソナル 28 1.1 76 2.3 114 3.4 187 4. 7 198 5.6 
コンヒ。ュ ター 対f申び前率年（%度） 154.5 266.7 171. 4 109 .1 50.0 47 .8 64.0 38 .2 5.9 19 .1 
周 辺 209.9 9. 9 373 .9 13 .1 1.500.4 19. 92,470. 7 22.5 2, 595. 0 28.1 
端末装置 伸対び前率年（%度） 78.1 32.3 301.3 51. 9 64. 7 28 .1 5.0 10.2 
（注） 1 .台数（万台）千単位四捨五入金額（千億円）百億単位四捨五入。
2.日本情報処理開発協会編 「情報化白書1957」より作成。
3.汎用コンピュータのみ，実働台数・換算金額，他は出荷台教・換算金額。
④周辺端末装置
周辺端末装置とは，補助記憶装置，印刷装置， 表示装置，端末装置等のことであり，パーソ
ナルコンピュータと同様に高い伸び率を示している。台数では，200%を超え，換算金額でも35%
を超えている。
(2）情報サーピス産業の成長の度合
1985年までの統計資料では，事業所数は，2,556, 1981年からの 5年間で売上高は対前年度
伸び率で，平均18%強の成長を示している（表2参照）。
情報サービス産業は，①受託計算やカードパンチ，マシンタイム販売，派遣要員等の情報処
理サービス業，②ソフトウェアの保守 ・開発等を行うソフトウェア業，③データサービス業，
④その他，に分けられる。
①情報処理サービス業
1981年から1985年までの 5年間の平均対前年度伸び率は，約 9%である。 情報サービス産業
に対する情報処理サービス業の割合は，年々低下し， 81年で50%を超えていたものが，今や40%
にまで、下がった。
② ソフ トウェア業
伸び率は，約35%である。情報サーピス産業に対するソフトウェア業の割合は，情報処理サー
ビス業とは逆に，年々増加し， 81年の28%から85年の42%にまでになり，情報処理サービス業
を超した。
この，情報処理サービス業とソフトウェア業の比重の逆転の要因については，大きく言って，
次の二点があげられる。
a，技術革新により，ハードウェアの性能が格段と進歩し， なおかつ小型化・低廉化してい
る。
b.情報化社会の進展とともに，各人のコンビュー タ利用能力が向上している。
つまり，各企業がデータ処理等を，他社に委託することなく，自社内に導入したコンピュー
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表2 情報サービス産業の成長の度合（過去 5年間） （単位 ：億円）
1981 1982 1983 1984 1985 
全
売 上 8,057 9, 119 10,953 13,860 15,618 
f本
対前年度伸び率 （%） 20.3 13.2 20.1 26.5 12.7 
ft 上 4,281 4,601 5, 344 6,308 6,373 
情報処理サ ビス業 対前年度伸び率 （%） 7.6 7.5 16.1 18.0 1.0 
全体に対する割合 （%） 53.1 50.5 48.7 45.5 40.8 
売 上 2,275 3,001 3,644 5,124 6,580 
ソフト ウェア 業 対前年度伸び率 （%） 47.7 31.9 21.4 40.6 28.4 
全体に対する割合（%） 28.2 32.9 33.7 36.7 42.1 
7主c 上 607 523 787 967 1,008 
デー タペー ス 業 対前年度伸び率 （%） 37.6 13.8 50.4 22.9 4.2 
全体に対する割合 （%） 7.5 5.7 7.2 7.0 6.5 
（注） 1 .日本情報処理開発協会編 「情報化白書1987」より作成。
2.情報処理サービス業の有力な調査対象事業所のなかに、組織改正が行なわれ、改正後の新手旦織
が1985年調査において捕捉漏れとなったものがあり、その結果、 1985年の対前年度伸び率が低
くなっている。
3.データサービス業の有力な調査対象事業所のなかに1984年調査において誤記入したものを1985
年の調査で訂正したものがある。その結果、 1985年の対前年度伸び率が低くなっている。この
影響を除いて伸び率を試算すると＋24.3%となる。
タで行えるようになったということである。 そしてそれは，必然的にソフトウェア業の成長を
促している。
① データーベース業
データベース業の情報サービス産業に対する割合は，まだまだ低い。しかし情報化社会を支
えるひとつの柱でもあり，今後急成長すると思われる。にもかかわらず， まだまだ不備な点が
多く，その整備が要請される。
2.札幌における情報サービス産業の事業所規模
先にも述べたように，ハードの技術革新と，利用者の能力の向上によって， コンピュータを
導入する環境が整備されてきている。その結果として，オフィスは急激にコンピュータ化 （OA 
化）され，小さな商店でも在庫管理， 売上計算等にコンピュータが使用されるようになってい
る。 また家庭内でも，ホビー用のコンビュータが購入されている。そしてそれに比例してソフ
トウェアの需要が急速に高まっている。
以下，この様な状況の中，札幌にある情報サービス産業（特にソフ トウェア業）の事業規模
がどのくらいあるのかを，従業員数と資本金で，見てみたい。
(1) 方法
札幌商工会議所年鑑1987年度版に記載されている情報関連産業のうち，ソフ トウェア開発，
システム設計を行っている事業所を拾い上げた。
従業員数については， 札幌以外に本社または支社がある場合は，全社規模の従業員数を参考
にした。 従って，資本金が10億円を超え全社従業員数のわからなかった大企業三社を省かさる
を得なかった。対象事業所数は105社。
' 
資本金については，同様に拾い上げた事業所107社。
(2）札幌の情報サービス産業の事業所規模
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従業員に関しては，図1の①に示したように，50人未満の企業が，58.1%を占めている。そ
の内， 10人未満という会社が41.0%（全体比では，23.8%）にもなっている。これは，この産
業の特徴，すなわち，数年で一通りの仕事をマスターし，しかも割と安い資本金で独立し得る
ということに合致する。つま り，極端に言えば，ある特定の言語を習得して，パーソナルコン
ピュータを一式買い揃えることによって，簡単に独立できるのである。
一方従業員が，1,000人を超えている企業が，10社あった（全体比9.5%）。その大部分の企
業が，資本金5億円を超える全国的規模の大会社である。
資本金に関しては，図2の②で示したように1,000万円未満が，31.8%である。それに資本
金が，1,000万円の企業を加えると， 50.5%となる。 資本金が，5,000万円以上のうち，l億円
以上5億円未満は全体比で11.2%, 5億円以上は，全体比で7.5%となる。情報サービス産業
の実に90%以上が，中小企業といえる。
① 従業員数
(1) 50人未満
(2) 50～99人
(3) 100-149人
(4) 150～199人
(5) 200-249人
(6) 250～299人
(7) 300人以上
図1 札幌の情報サー ビス産業の事業所規模
(1) 
58.1 % 
、ー』『ー ーーー ’ーF’F
4. 7% 
② 資本金
(1) 1,000万未満
(2) 1,000～1, 999万
(3) 2, 080～2, 999万
(4) 3, 000-3, 999万
(5) 4, 000-4, 999万
(6) 5, 000以上
(6) 
28. 0% 
(1) 
31. 8% 
情報サービス産業は，したがって中小企業が必然的に持つ問題点を当然含有している。郎ち，
「長時間労働」「低賃金jである。 本稿では，具体的に触れることはできなかったが，長時間
残業，残業手当カットという図式は，多くのソフトウェア会社でみられる。
その他に，この業界特有の問題点が二つある。 一つは，「派遣」である。ユーザーのもとで，
何週間も，場合によっては何ヵ月もフログラムを組むのである。もう一つは，「健康障害」で
ある。 本稿では「健康障害」に焦点を当てた。
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注
1 ）情報関連産業は次のように細分化できる。
「コンピュータ産業（ハードウェア）
情報関連産業－→ 「情報処理サ ビース業
」情報サ ピース産業 （ソフトウェア）－←ソフ トウェア業
トデータベース業
Lその他
2）このことは逆に，ソフトウェアの充実が，企業のコンピュータ導入の意欲を高める結果になってい
る。ハードの進歩， 利用者の能力の向上，ソフ トの充実の三つが好循環となり，ますますコンピュータ化
に拍車をかけている。
m VD T労働
1. VDT労働
VDTとはVideoまたは Visual-Display-Terminalの略であり，テレビ画像付き端末装置
（ワー ドプロセッサ， パソコン機能をふくむ）のことを言う。
VDTを使用しての入力，検索， 加工，文書作成等の作業を 「VDT労働」と定義する。
VDT労働のハードウェアには CRT （表示装置）とキーボードの2点が必ず存在する。
VDT労働は一般事務作業に比べて疲労感が高いと言われ，特に眼に与える悪影響について
労働問題，社会問題になっている。
1985年1月6日の朝日新聞の朝刊に次のような記事があった。
外資系銀行のコンビュータ入力オペレーターの A子さん（24）は，職場で花
形のテクノレディである。簡単なフログラムを組んだり， 男性社員に端末機の操
作を教えたりと，自信にあふれた仕事ぷりだ。男性社員に伍して働くことにひそ
かな誇りを持っていた。短大を卒業してコンビュータ専門学校に二年通ってから
入社した。 しかし一年が過ぎた昨春から仕事量も増え，夜の十一時，十二時まで
の残業が重なった。VDTに長時間向かい合うことで眼の疲れがひどく なったの
である。涙が出たり，慢性的に痛みを感じ，作業能率がグンと落ちたことで，歯
車の狂いが始まった。夏になると，いつもせきたてられるような感じで，えたい
の知れない不安感に襲われ，細かいことにこだわるようになった。汚れが気になっ
て何回も手を洗うようになり，手で体や着物を触ると汚れるような気がして，自
分では入浴や着替えが出来なくなった。 A子さんが訪れた専門医は，「緊張によ
るス トレスからくる神経症。 職場に向けた夢が裏切られ， 自己喪失」と，カルテ
にかき込んだ。投薬とカウンセリング治療を続ける一方，医師が会社と話し合い，
コンピュータ作業を 1日5時間以内に抑え，活気ある営業部門の一般事務も担当
することで，症状はようやく快方に向かった。
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また1987年5月12日の日本経済新聞には次のような記事があった。
A子さん（24）は印刷所の下請けでワーフロを打つ作業をしている。ふだんは
時々休憩を取りながら仕事をするのだが，春秋の学会シーズンになると，近所の
大学病院から出る書類を作るのに追われてほとんど休めなくなる。休日出勤で，
土曜日も仕事をすることが多くなるため目がちかちかしたり，乾いた感じになる。
痛みや肩こりがひどく，吐き気も出現するようになってしまった。本来， VDT 
による疲れは一過性で，一晩ゆっくり眠り目を休めれば治る。ところが， A子
さんのように休みなく仕事を続けると，症状が悪化する。 VDTは画面が光って
いたり，画面を至近距離でみるために眼精疲労を起こしやすい。くわえて A子
さんは帰宅後もストレス解消にビデオで映画などを見ていたために症状が更に悪
イヒするもととなってしまった。
2.眼に与える影響
昭和55年に産業医大病院で行われたアンケート調査を例に上げよう。 対象者は会計，伝票関
係に従事し，書類，キーボー ド，ディスプレイをフルに活用しているオペレーターで 1日の平
均使用度は4.1時間である。
結果，作業後の眼の疲れを訴えたのは91.3%，肩がこる69.6%，眼がいたい56.5%，眼の前
がチラチラする47.8%，ぼんやりとして物がはっきり見えない34.8%，まぶしい17.4%，気分
が悪い17.3%，吐き気がする4.4%の順である。尚，このアンケートでは比較となる VDT作
業者以外のデータはない（表3参照）。
次に VDTを使用した作業と一般事務作業をそれぞれ二時間行った両者の相違を示す （図2
参照）。
図2 VDT労働者と一般事務作業者の訴え率
以上のように眼の疲労とVDT労働は非常に
関連があり， VDT労働の健康障害は視覚機能〔%〕
からくるものが多いようである。以下，眼精疲 90 
80 
70 
労，白内障とはどの様なものかを述べることに
する。
表3 VDT使用後の主な症状
症 状 （%） 
目良が疲れる 91.3 
肩がこる 69.6 
眼がいたい 56.5 
眼の前がチラチラする 47.8 
ぼんやりして物が見づらい 34.8 
まぶ しい 17.4 
気分が悪い 17.3 
吐き気がする 4.4 
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(1) 眼精疲労
「視作業を続ける事により容易に疲れ，視蒙，眼痛，流涙，眼脂や鼻根部の圧迫感，頭痛，
複視，悪心，日直吐，めまいなどの症状を訴え，遂には卒倒するに至る。」と眼科学的に眼精疲
労を定義している。または，「眼精疲労は物をよく見ようとする時に起こる苦痛である。Jとも
定義されている。
視作業を行う場合，「疲れた」という気持ちは生じるが，それはある程度の休憩後回復する
であろう。しかしこれが病的疲労にまでこうじると短時間の休憩では回復できない。
眼精疲労の原因としては次の3つに分けられる。
(2) 白内障
① 眼科学的要因
部屋の照度，輝度，ちらつきの度合に異常がある場合
② 人間工学的要因
コンピュータ設置環境等に異常がある場合
① 心理学的要因
精神的ストレスがある場合
「H艮球の水晶体がにごる病気」と定義され，“シロソコヒ”または“ウミソコヒ”と言われ
ている。“ソコヒ”という語は外眼に変化がなく視力が減退する疾患の総称として用いられて
いる。 白内障の自覚症状は視力障害であり他覚的には水晶体の濁りである。 BrianPearceの
『OA症候群jの中に次のような例がある。
コンビュータ・プログラマーで，42歳の女性である。彼女は5年間VDT作業
をしている。 一年前眼精疲労の徴候があらわれ，頻度や強さをま しながら断続的
に繰り返されてきた。彼女は，自分の両眼聞の色覚に徐々に異常が起こっている
ことに気付いた。彼女がいうには，印刷出力や筆記資料を読んでいるときでなく，
VDTの画面で作業しているときだけ症状が悪化するとのことである。 眼の診断
の結果，右目の水晶体の機能障害と，小部分の放射線エネルギーによる傷害を来
たしていた。
このような事例をもとに， VDTは白内障の原因となりうる放射線を放出しているという見
解も出されている。しかしながら，現状ではVDT作業と白内障の関係は明らかではない。
3.精神的ストレス
ストレスとは，1930年代前半物理学用語で 「物体の刺激が加えられたとき，物体の内部に発
生する歪のことである。さらに外部から刺激が強くなると，やがてその物体は溶解したり，燃
えたり，破壊したりするし，刺激が微弱ですぐ消滅すれば物体の内部の歪は取れて元に戻るし，
刺激がその中間的であると歪が固定化して元に戻らなくなる。」と定義されている。
人間には物理的刺激ばかりでなく，精神的刺激もある。 何れの刺激によっても人間の「ここ
ろ」も「身体」も変化する。
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例えば，外気の温度が高くなると，その刺激を受けて，身体内部にスト レスをつくって汗を
絞り出し，体温を一定に保つように自動調節される。 このことは一つ一つ考えて行うのではな
く自動的に行われているので，この現象を忘れてしまったり， 気がつかないでしまいがちであ
る。
人聞は，その人にとって好ましくないストレスを蓄積すると，次第にそれが病的因子となり，
さらにそれの蓄積が増加すると病気になる可能性が強い。しかも病気になるまでス トレスの蓄
積に気付かないのが一般的である。
近年， OA化に伴い“テクノストレス”なる言葉が一般にっかわれるようになった。これは，
OA化， FA化について行けないで神経症状，心身症状態になった人たちに対する総称である。
Craig Broadの 『テクノス トレス』の中に次のような例がある。
ジェインは大手保険会社の事務職員である。会社は数年前にコンビュ ターを導
入した。仕事の形態が変わって，郵便物の発送もコンピュータでやるようになっ
た。ジェインは職場で紙に手をふれることがほとんどなくなったのである。彼女
は機械によって自分の仕事のサイクルが変わってしまったことにすっかり面を食
らった。彼女は絶えず仕事の能率を監視されている。与えられた仕事を時間内に
こなせないことも しばしばある。 作業は単調で、，休むひまもない。 しかし，コン
ビュー タは鋭敏で，情報の流れはめまぐるしいばかりだから，高度の集中を要求
される。彼女はいつも追い立てられてせっぱ詰まったような気持ちである。そん
なふうで，今では勤めに通うのも憂欝だと言う。
このようなストレスは労働面でけではなく生活面にもおよぶ問題で、ある。
精神的ス トレスの原因には次の6つが考えられる。
①作業の単純 ・単調化 ② 人間関係，職場の雰囲気に問題がある場合
③ 作業システムの不適
⑤過大な情報処理
4.その他の障害
④ 騒音， 温熱等に異常がある場合
⑥作業者の心理状態に異常がある場合
その他の障害は次の3つに大別されるだろう。
(1）運動器障害
(2）生殖器障害
(3）皮膚障害
(1）運動器障害
VDT労働に従事している労働者の中には頚・ 肩 ・上肢・背 ・腰などに関する頚肩腕障害や
腰痛などの運動器障害の発生報告も多くある。長時間持続すると姿勢によっての筋緊張と反復
単純動作は，関連筋における急性疲労と痛みを生じさせる。これらは最初は一時的であり休憩
等によって回復するが，毎日，長時間にわたって繰り返されるならば，慢性的な痛みになる可
能性がある。運動器障害の原因として考えられるのは，以下のように作業姿勢の拘束が強いこ
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とがあげられる。
① 頭の位置の強制的な固定
② 機器に全身の姿勢を合わせるために起こる腕，手，指の拘束
① 打鍵による肩部の固定
④ 視覚的緊張，精神的負荷による強い筋緊張
(2）生殖器障害
アメリカ，カナダ，イギリスなどから VDTの労働現場で異常妊娠 （流産，早産，出産異常，
奇形児出産）が発生するという問題が数多く報告されているが，日本でも1986年に電算機やワー
プロなどのVDT表示装置を使用した労働は女性の出産に低体重児などの悪影響を与えると調
査報告されている。その調査は41都道府県の自治体女子労働者276人を対象に行われた。内訳
はVDT使用者69人， VDTを使用しない一般事務員207人である。
切迫流産や早産などの割合は両者で差がなかったのに，出産児の健康状態はVDT作業者の
方が悪い。 2500グラム以下の低出生体重児が8.7%と一般事務の2倍。生後4週間以内の死亡
が一般事務で0なのに3.4%。出産直後に呼吸していない仮死状態も一般事務の2倍近し）14.3%
あった。分べん時でも破水時期が早い，陣痛が微弱，吸引が必要，高血圧，たんぱく尿などの
異常を訴えた人が27%と一般事務の2倍近く あった。
原因は，
① CRTからの電離及び非電離の放射線
② 高い作業量からのストレス
③ 作業環境の不良
④ 人間工学的に不適当な作業姿勢
などが考えられる。 しかしながら現在のところ VDTの使用と生殖異常との因果関係には明確
な結論は出されていない。
(3）皮膚障害
VDTを長時間使用すると，顔や手に発疹のようなものがでるという報告もある。
このVDTオベレー ターは38歳で，彼女は1976年からVDTで働くようになる
以前は皮膚に問題はなかった。 2年前から決まった時刻に顔にでる日焼けのよう
な赤みに悩まされてきた。その赤みは，仕事で緊張が多いと思われるときにひど
くなるような感じだった。その症状は仕事をはじめて 1～ 2時間ぐらいで目に見
えてくる。 しかし毎日起こるわけではない。その症状は，2日続いて起こったり，
1週間だけであったり， それ以上であったり， 期間は定まらなかった。 その皮膚
炎のよく起こるところは，頬骨と顎の上である。鼻の先にも赤みがでる。 休暇や
夏のように働いていないときには，皮膚は完全に元に戻る。
このような皮膚障害の報告も少なくない。
それらの原因と しては，
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①作業場の蛍光灯に異常がある場合
②作業場の床に静電気が蓄積している場合
等が考えられるが，生殖器障害と同様に現状では因果関係については確定されていない。
今までに VDT労働におけるいろいろな身体への影響を述べたが次の章ではこれらの健康対
策としての一つの基準を述べることにしよう。 なおこれは，各行政機関，自治体，企業，労働
組合が打ちだした勧告，報告をもとに私たちなりにまとめたものである。
注
1) VDT労働形態の3つの分類
①専業使用型……………フ。ログラム作業とキ一入力作業
②全員使用型...・H ・－－…・・検索，照合，入力を中心とする作業
③ワードフ．ロセッサの使用型・・…・…・－文書作成作業
2）朝日新聞，朝刊，1経， 1985年1月6日
3）日本経済新聞，夕刊， 1987年5月12日
4）馬場快彦，神代雅晴 （1985),pp.142-148. 
5 ）眼精疲労の5つの分類
①筋性眼精疲労
②調候性眼精疲労
③症候性眼精疲労
④神経性眼精疲労
＠不等｛象視性眼精疲労
6）細川汀，中迫勝也（1984),pp. 80-81. 
7）西山勝夫訳（1986), pp.15 60. ( Brian Pearce，“Health Hazards of VDT ?" ) 
8）久保田浩也（1985), pp.14-109. 
9 ）池央欧， 高見浩訳 (1985), pp. 54-56. ( Craig Broad，“TECHNOSTRESS”） 
10）朝日新聞，朝刊， 3総，1986年4月3日
N VDT労働者の作業基準
この作業基準は， VDTを使用して情報の入力，加工，検索，フログラミング，文書作成な
どを行う全ての作業所，労働者を対象としている。
1. VDTの作業機器，作業環境
(1) CRT表示装置
－陰画表示の場合，背景との輝度比は， 3 : 1以上15: 1まで調節可能
・陽画表示の場合，背景との輝度比は， 3倍以上かつ調節可能
・背景の輝度10cd /m＇以上
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・全角文字の大きさは，文字高4.4mm以上， 文字高と文字幅の比1: 1ないし1: 1.2 
程度，24×24ドットが望ましい
－英数字カナ文字の大きさは，文字高3mm 以上，文字高と文字幅の比は 1: 0.7～0. 5 
程度， 9×11ドットが望ましい
－表示容量は，日本語文字で1行40文字35行表示が望ましい
．反射の防止
・画面の傾斜，高さ，方向を容易に調節できること
・画面サイズは，14インチ以上
・電離放射線は自然放射線量以上に検出されてはいけない
．静電気の防止
・ちらつかず安定していること
(2）キーボード
・キーボードと表示装置は分離されているのが望ま しい
・大きさは、腕を伸ばさずに子の届く範囲
・傾きは，5～15 °の範囲で調節可能
－厚みは、30mm以内
・キーの作動圧50-80g 
．キ一作動距離5mm以内
－反射を避けるためつや消しの物を使用
図3 VDT作業姿勢
￥直～120。で調節可能
120cm以上
函面の傾斜 ・高さ ・方向を
体に合せて調節可能
59～80叩で調節可能
(3）椅子
・座面高の調節範囲330-540mm
－背もたれは垂直と120°の間で調節可能
(4）机
・キーボード，書類， 書見その他作業に使用するものが適切に配置できる
．幅は1200mm以上
－奥行は1200mm以上
－高さは590mm-800mmで、調節可能
．脚空間を広く取る
・足のせ台を備える
(5）作業空間
－画面との視距離は45-65cm
－画面と視線の角度は90°が望ましい
(6）照明，採光，色彩，反射光
－光源から画面のまぶしさを防ぐためブラインド，カーテン等を用いる
．明るさは500-700luxの範囲で調節可能
－光源の位置は視覚に入り込まず画面に映りこまない
．作業場の配色は不快感や目の疲労等をもたらさない
(7）温度，湿度，騒音，排気，換気
－温度は18～28℃
－騒音防止装置を設ける
2. VDTの作業管理
(1）作業編成
－湿度は40～60%
－排気は直接作業者に当てではならない
－作業のペースと方法を決定する権利を労働者に与える
－時間外労働は原則として避ける
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・作業者自身が作業内容，機器条件及び環境条件を考慮して，自主的に作る計画を調
整できること
(2）作業時間と作業休止時間
. 1日の作業時聞は4時間以内 ・一連続作業は50分
・ 50分ごとに10分の休憩をとる ・昼食休憩時聞は最低1時間
．休憩室の設置
3. VDT労働の健康管理
－配置前健康診断と定期健康診断を行う
．年2回以上の定期健康診断の実施
－健康診断項目 視力検査 乱視検査
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遠視検査 色彩検査
上肢保持テスト 握力検査
神経，血圧圧迫テス ト
・妊産婦の VDT使用禁止
－安全衛生教育の実施
注
1 ）一連続作業時間について
VDT作業によって誘発される生体負担の様相に関して，一連続作業時間の度合から検討した報告。
Mourantの報告
VDT作業の一連続作業時聞が2～ 3時間にも及ぶと眼球運動及び調節機能の変動に表現される視機能
系の疲労を引き起こし， 1時間の休憩を導入することにより顕著な回復が図られる。
MYCOSH ( The NewYork Committee for Safety and Health, Inc.）の報告
視覚疲労を誘発しない適正作業時間の配分として，1時間の連続作業後に15分の休憩を導入， あるいは，
一連続作業時聞を 2時間とし，その後30分の休憩を設ける方式を提示，さらに一連続作業時間の最大許容
限度は， 2時間とされている。
Roumert, Luczakの報告
25分の作業時間と 5分の休憩，また100分の作業時間と20分の休憩という作業時間配分に比較して，50
分間の一連続作業，その後，10分間の休憩を導入する作業編成が適切である。
アメリカのNIOSHの勧告
①中程度の視覚及び作業負担を要求される VDT作業に関しては，一連続作業時間の限度を 2時間とし，
その後15分の休憩を与える。
②高度の視覚及び作業負担，さらに繰り返し型作業を要求される VDT作業に関しては一連続作業時間
の限度を 1時間とし，その後，15分間の休憩を与える。
これらの事からも分かるように， 一連続作業時間50分，その後10分間の休憩， l日のVDT作業時聞は
4時間を限度とするのが望ましい。
V ま と め
今まで，VDT労働によって生じる様々な「健康障害」について，その事例を述べてきたが，
眼精疲労，こり， ス トレスという症状は，主観的なものであり，数量化しずらい側面がある。
VDT労働とそれによる 「健康障害」を関連づける実証データは，いろいろなところで調査 ・
研究され集まってきてはいるが，調査時における他の要因が多すぎて信頼すべきものはない。
しかしながら，一般事務と異なりVDT労働は，
① 眼を酷使する。（一般事務は紙に反射した光を見る作業になるが， VDT労働は光源そ
のものを見続ける作業となる。）
② 基本的には一人の作業である。
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というこ点から，眼精疲労やストレスによりかかりやすいと考えられる。
9月8日，北海道大学で，財団法人労働衛生協会・労働医学検査センタ一所長の北山孝允氏
の「VDTから健康をまもるためには」という題目の講演があった。その中で北山氏は，「疲
れないうちに休む，そうすれば VDT災害など起こらない」と述べた。
しかしながら，納期を間近にしたフログラマーにとって，これほどナンセンスな言葉もない
であろう。疲れれば休める労働条件下では，何も問題はない。 VDT労働の問題は，ハードの
有する側面と同時に，それ以上，労働環境の問題がある。私たちは今後，その辺りに照準を当
てていくであろう。
私たちは，コンピュータは人間にとって非常に有益な道具であるが，しかしそれをうまく使
いこなさなければ凶器となる，ということを忘れてはならない。
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